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みんなでつくる安心・安全なまち
救急搬送データの分析から
　本市は、セーフコミュニティの取り組みの一環として、
過去の救急搬送データを分析し、事故やけがの分析を進
めています。分析の対象は、平成20年から平成24年ま
での5年間に市内で発生した救急搬送事例のうち、事故

やけがに関する事例
です。対象事例は、5
年間で5,593件。年
間約1,000人が事故
やけがにより救急搬
送されていることに
なり、この数値は年々
増加傾向にあります。
　まず数値を男女
比 較 す る と、 男 性
57.6%、女性41.4%
で、男性の方が多く
受傷しています。

▲視察の様子
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、
住
民
が
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

支
援
と
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
目
的
に
、
宝
く
じ
の
収
益
金
の
一
部
を

財
源
と
し
て
助
成
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
今
年
度
、
助
成
を
受
け
ら
れ
た
団
体
を
順
次
紹
介
し
ま
す
。
今
後
、

地
域
内
の
交
流
を
は
じ
め
、
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
期
待
が
寄

せ
ら
れ
ま
す
。

■多羅尾区　250万円　　
集会所テント（三方幕、重り）、ハンド
型メガホン、プロジェクター、スクリー
ン、ワイアレスアンプ、ワイアレスマ
イク、チューナーユニット、椅子

■
今
郷
区　
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エ
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市
場
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デ
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ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
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、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
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、
ス
ク

リ
ー
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、
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ

ン
タ
、
エ
ア
コ
ン
、
高
座
椅
子
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　次に、搬送人員（棒グラフ）を年代ごとにみると、60
歳から64歳、75歳から84歳で多く発生しており、65
歳以上の数値は全体の約3分の1を占めています。また、
各年代の「搬送人員÷人口」（折れ線グラフ）の数値をみる
と、70歳以上の年代で高齢になるにつれ増加する傾向
にあることがわかります。このほか、4歳未満の年代、
15歳から24歳までの年代もやや多い傾向です。
　今後は、対策委員会等の活動によりさらに詳細な分析
を進め、効果的な予防対策に生かしていく予定です。
甲賀地域区長会で先進地視察
　11月11日、甲賀地域区長会が京都府亀岡市を視察し
ました。亀岡市は、日本で初めてセーフコミュニティの
認証を取得さ
れた自治体
で、 視 察 に
は18人が参
加し、セーフ
コミュニティ
の概要や地域
レベルでの実
践事例につい
て研修しまし
た。
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滋
賀
県
警
に
よ
る
全
警
察
車
両
パ
ト

ロ
ー
ル「
パ
ト
カ
ー
出
る
D
a
y
6
0
0

台
」が
12
月
５
日
、
実
施
さ
れ
、
佐
山
学

区
自
治
振
興
会
の
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
年
末
年
始
の
警

察
活
動
強
化
と
し
て
警
察
官
総
動
員
に
よ

る
防
犯
活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

　
全
国
的
に
犯
罪
や
交
通
死
亡
事
故
が
減

少
し
て
い
る
一
方
で
、
滋
賀
県
は
大
幅
に

増
加
し
、現
在
危
機
的
状
況
に
あ
り
ま
す
。

市
内
で
も
ト
ラ
ク
タ
ー
盗
難
な
ど
が
発
生

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
青
パ
ト
隊
も
防
犯

に
一
役
と
、
日
々
の
活
動
に
一
層
力
を
入

れ
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

地
元
で
収
穫
し
た

「
さ
と
う
き
び
」で
体
験
学
習

●
甲
南
第
三
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　
12
月
11
日
、
甲
南
第
三
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は
、
さ
と

う
き
び
を
題
材
に
五
感
す
べ
て
を
活
用
し
た
体
験
学
習
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
下
馬
杉
在
住
の
西
本
さ
ん
が
沖
縄
県
久
米
島
の

知
人
か
ら
、
春
に
さ
と
う
き
び
を
送
っ
て
も
ら
い
初
め
て
収

穫
し
た
も
の
で
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
も
自
然
の
さ
と
う

き
び
の
甘
さ
を
味
わ
っ
て
も

ら
い
た
い
と
の
思
い
か
ら
実

現
し
た
も
の
で
す
。

　

西
本
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア

で
、
藁
打
ち
機
を
使
っ
て
汁

を
絞
り
出
す
工
程
を
見
た

り
、
事
前
に
自
宅
で
汁
を
煮

詰
め
て
あ
め
状
に
な
っ
た
も

の
を
味
わ
っ
た
り
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
は
初
め
て
の

貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し

た
。

再発見！
ふるさと大野

●大野地域市民センター

　
晩
秋
の
11
月
24
日
に
自
治
振
興
会
主
催『
ふ
る
さ
と
ウ
ォ
ー
ク
』が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
第
３
回
目
と
な
る
今
年
は
、
大
野
小
学
校
か
ら
今
宿
を
経
て
、
布
引
山

を
越
え
て
末
田
を
め
ざ
し
ま
し
た
。
末
田
で
は
、「
須す

恵え

器き

土
器
」の
窯
跡

で
歴
史
文
化
財
課
の
学
芸
員
か
ら
窯
跡
の
詳
し
い
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
ウ
ォ
ー
ク
は
、
地
域
に
あ
る
宝
物
を
あ
ら
た
め
て
知
る
良
い

機
会
と
な
り
、参
加
者
か
ら
は
、こ
れ
か
ら
も
地
域
の
宝
物
を
大
切
に
守
っ

て
い
き
た
い
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

岩上自治振興会美化活動・
環境ウォーク実施

　
岩
上
自
治
振
興
会
で
は
、
去
る
９
月
22
日
に「
い
わ
が
み
名
所
再
発
見
事

業
」と
し
て
、
今
郷
新
城
地
先
に
ま
た
が
り
義
経
弁
慶
伝
説
の
残
る
東と

う

漸ぜ
ん

寺じ

山（
旧
岩
上
橋
前
）山
頂
の「
岩
上
公
園
」の
整
備
を
さ
れ
、
25
名
の
地
域
の
皆

さ
ん
に
よ
っ
て
雑
草
の
草
刈
と
雑
木
の
伐
採
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
岩
上
公
園
か
ら
の
す
ば
ら
し
い
野
洲
川
の
展
望
が
蘇
り
、
見
晴
ら
し
は
と

て
も
よ
く
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
一
度
、
登
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、
11
月
23
日
に
は
、
整
備
さ
れ
た「
岩
上
公
園
」か
ら
今
郷
周
辺
の
歴

史
街
道
を
散
策
す
る
環
境
ウ
ォ
ー
ク
が
開
催
さ
れ
、
岩
上
の
名
所
・
史
跡
を

巡
り
な
が
ら
、
沿
道
の
ゴ
ミ
拾
い
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
23
名
の

方
は
、
深
ま
る
秋
を
感
じ
な
が
ら
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
満
喫
し
、
そ
の
上
環

境
に
も
寄
与
で
き
る
と
あ
っ
て
満
足
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
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ト
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ー
出
るDデ

ィ

a
y
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0
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台
」に
参
加

●
佐
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

▲さとうきびの甘さを味わう子どもたち

●岩上地域市民センター

▲整備された「岩上公園」

▲須恵器土器窯跡の説明を聞く参加者
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